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１ はじめに 

 

  前回(2016 年)の第 5 回天文学史研究会にお

いて、太陽活動関連の現象である黒点およびオー

ロラと彗星の性状(テイル)について同時期の古記

録の記述の検討について発表した。彗星のテイル

(尾)は彗星から放出された電子やイオンが形成す

るイオンテイルとダストによって形成されるダストテ

イルがあり、テイルの形状は太陽風や太陽の活動

による太陽系空間内の磁場の影響をうけた結果と

考えられる。太陽活動の特徴的な現象と彗星のテ

イル形状の特徴的な記述が同時期の古記録にあ

るかどうかという観点で調査したが、前回は「同時

期」を「同じ年の事象」という基準で中国の古記録

を調べたところ 1 件のみ見出すにとどまった。今回

は、約 11 年とされる黒点数の変動周期ではその

最大時期と最少時期が数年の幅を持つことを考え

て「同時期」を「特徴的な太陽活動事象の 2 年前

後」として彗星の記述の有無を検討した。また、東

アジアの記録として日本の古記録も検討範囲とし

た。 

 

 

２ 太陽活動と彗星のテイルについて 

 

本検討での検討対象とした古記録の記述に関

して、太陽活動と彗星のテイルの関係の考え方に

ついて簡単に触れる。(詳細は前回発表での講義

録をご参照)  

彗星のテイルのうちイオンテイルは、荷電粒子であ

り、それらの振る舞いに太陽風や太陽による磁場

の影響を大きく受けるが、地球からの見かけ形状

は薄くてあまり明瞭でないことが多い。他方ダストテ

イルは、個々のダスト粒子の力学的な運動の総体

としてテイルが弯曲するなどの形状が地球上から

見える(ほうき星の「ほうき」は弯曲形状が竹帚の房

の弯曲になぞらえている)と説明されることが多い

が、ダストもなにがしかの帯電をすると考えられるこ

とから何らかの特異なテイルの形状が期待される。

また、太陽風などによる彗星核からの放出量の多

寡（テイルの長さ）への影響も考えられる。前回発

表の検討では該当した彗星のテイルの形状とし

て、昆虫のトンボの翅のような波状の濃淡の形状を

うかがわせる記述を指摘した。 

太陽活動に関連する黒点は、特異的な大きさを指

摘する表現などがみられた。また、オーロラの記述

は「赤氣」だけでなくカーテン状のものを示唆する

記録も見られたので取り上げた。 

 文献は、主に参考文献１）、２)に依ったが適時３）

も参照した。 

 

 

３ 太陽活動と彗星のテイルの関係の記述に該当

した古記録 

 

添付資料に前回の検討に加えて今回見出した

追加的な事象(「同時期の彗星、黒点、赤気記録

Ⅰ」以下「記録Ⅰ」)と今回の検討で見出した 4 例

(「記録Ⅱ」から「記録Ⅴ」)を示した。各記録で〇は

彗星の記録、●は黒点の記録、◎はオーロラの記

録を示している。 

「記録Ⅰ」では、黒点の記録の前年の彗星とオ

ーロラの記録を加えた。彗星のほうはテイルが長い

ことを記述し、オーロラは黄色で高い建物を思わせ

る表現をしている。なお、今回加えた記録の彗星

は、前回指摘したものとは 1 年ほど差があり別の彗

星と考えられる。 

「記録Ⅱ」は、837 年の黒点の記録で「鶏卵」ほ

どの大きさと記述されている。感覚的な表現でしか

ないが、肉眼ではっきり認識できる大きさということ

でとらえれば太陽活動の活発さがうかがえる。一方

同年出現の彗星のほうは、テイルの長さもそうであ

るが、テイルが二股に分かれている（「岐分両尾」）

というユニークなものとの記録である。これらの事象

に関連するオーロラの記録は、日本の續日本紀に

839 年のものが見出された。 

「記録Ⅲ」は、1368 年の黒点に関連する事象

で、彗星の記録にはテイルの長さ以外は形状の記
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載に特異な表現は見られない。一方で、同年の中

国のオーロラの記録は、「都(現在の北京)のほぼ

全天に現れ、人を火のように照らす」とあり夜でも

顔や姿がわかるような明るさだったことをうかがわ

せる。日本の鳩嶺雜事記の 2 年後の 10 月の記録

では、中国の記録と同様にほぼ全天に現れて火に

焼かれるように見えたとの表現になっている。さら

に 11 月の記録では「白や黒の大小の筋」という表

現からカーテン状のオーロラが見られたとも受け取

れる。(極地方ではなく日本の京都での話) 

「記録Ⅳ」は、1546 年の事象だが、彗星は長い

テイルについてのみの記述で特異的な形状の記

述はない。いずれも同年の記録ということで今回取

り上げた。 

「記録Ⅴ」は、1665 年に黒点が２つ出現した記

録で、前年の彗星の記録では「芒(のような尾)が東

を指していた」との記述から芒(のぎ：稲や麦の外殻

の針状の突起)のような形というのは、「記録Ⅰ」の

彗星のトンボの翅のような形状に類似するテイルの

特徴と考えられる。さらにこれらに関連する 1663

年のオーロラ(と思われる)の記録は注目すべき内

容を含んでいる。色は「白氣」で竿のような形状と

いうことから、彗星を表現しているようにも思える

が、次の夜には竿のような白氣の上に「一片の紅

色の旗」のようなものが現れたという。これを彗星の

一種とされる「蚩尤旗」とも呼ばれたようで、彗星核

でのバースト現象などと考えることもできるかもしれ

ない。しかし、「紅色」というのは彗星のテイルの色

として不自然に思われる。この事象を端部が紅色

のカーテン状のオーロラと見立てて、ここではオー

ロラの記録とした。 

 

 

４ まとめ 

  

 活発な太陽活動に関連した黒点およびオーロラ

と太陽風などの影響を示唆する彗星のテイルの特

異的な形状についてこれらの事象の同時期(特異

的な太陽活動事象の 2 年前後)の記録の有無を調

査検討した。その結果前回の発表に加えて計 5 例

の記録の組を見出した。それらの中には、活発な

太陽活動の影響を受けた彗星のテイルの記述とし

て、ダストの帯電に起因すると考えられる波状の濃

淡を示唆する記録(1615 年および 1664 年)が見ら

れた。また、オーロラの記録として、日本でカーテ

ン状のオーロラが見られたことをぢさする記述や、

彗星の一種とされる「蚩尤旗」とみなされてはいる

がオーロラではないかと思われるものも見られた。 
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